
令和 7年度 第 2回新潟市観光アクションプラン評価検討会議 議事録 

 

日 時 令和 8年 2月 3日（火）午後 3時 30分～5時 10分 

会 場 IPCビジネススクエア 

出席者 【委員等】関川委員長、赤塚委員、小沢委員、霜田委員、長谷川委員、小泉委員、石田

委員、大下氏（外部有識者） 

【オブザーバー】別紙出席者名簿のとおり 

議 事 ※敬称については省略させていただきます。 

 

１．委員長あいさつ 

新潟市観光・国際交流部 関川部長より開会の挨拶があった。 

 

２．事務局報告事項 

 （１）令和７年度アクションプラン関連事業の実績（見込）について 

事務局より令和７年度アクションプラン関連事業の実績（見込）について説明を行った。 

（質疑応答） 

・海水浴場の運営において外国人の対応で課題があったと報告があったが、どのような課題

があったのか。（小沢） 

 →西区では群馬などからブラジル系の外国人の誘客が多くあったが、持ち込んだ荷物やテ

ントなどを置いて帰ってしまうため、ゴミ処理などの課題が発生している。（事務局） 

・観光案内センターの実績に対して市の評価は。（小沢） 

 →前年度比で外国人利用者が増加していることから、観光面で有効であると認識してい

る。（事務局） 

 →初年度は年間 22 万 7 千人くらいの来場があった。今年度は初年度比で外国人について

はプラスだが、日本人については減ってきている。初年度は新しい施設ということで割

と利用者が多かったが、今年度は少し落ち着いてきた印象。（明間） 

・窓口に来た人の属性は把握しているのか。（小沢） 

 →データを持参していないが、集計自体は取っている。（明間） 

・すべての事業において「継続予定あり」となっているが、どのくらいの成果があったら継

続するというような基準的なものはあるのか。（長谷川） 

 →個別の事業に対しての目標値的なものは基本的にはない。（明間） 

 →予算要求時の個票などに目標値は設定しているはず。（関川） 

 →KPI は設定しているはず。ただ、数字的なものもあれば数値で測れないものもあるので

一概には言えないと思うが。（宮崎） 

 →観光部門であれば SNSのフォロワー数だとか、延べ宿泊者数、観光入込客数という目標

数値はあるが、個別の事業の目標値と言うよりはそれぞれの事業を実施するなかでトー

タルとして設定された数値。（明間） 

 →記載されている個別事業に、例えば「魅力発信・誘客促進事業」や「佐渡連携誘客促進

事業」などについては、色々な取り組みの集合体としてこのような事業名称になってい



る。事業の中にある細かな取り組みについては事業実績などによって内容が変わること

はあるが、大枠としての事業は継続するということで理解して欲しい。（関川） 

 

 （２）について 

事務局より令和８年度アクションプラン関連新規事業（案）について説明を行った。 

（質疑応答） 

・新規事業案に記載の「ASPAC 新潟大会」と「世界湿地都市ネットワーク会議」、「全国消防

救助技術大会」の参加見込み数を教えて欲しい。（小沢） 

→ASPAC については約 8,000 人で、うち 3,000 人が外国人と聞いている。湿地都市ネット

ワーク会議については 200人で、限定されたエリアになるが国内外の自治体の首長等が

集まる会議と聞いている。消防救助技術大会については、大会出場者はそれほど多くな

いが、その家族や関係者など含め 2日間で 20,000人程度と聞いている。（明間） 

→今年度は神戸で開催されたが、非常に多くの観覧があったようだ。（関川） 

→前泊や後泊も含めた数字なのか。（小沢） 

→そのように聞いている。（明間） 

→新潟市の宿泊施設だけでは対応しきれないので、近隣市町村とも連携しながら対応して

いかなければならないと考えている。（関川） 

・「推し活」というターゲット層をどのように捉えて、どのような施策を進めていくのか教

えて欲しい。（小沢） 

 →推し活については、「にいがた 2キロ」の事業で主に推進している。「にいがた 2キロ」

の推し活事業については、市の予算措置は無く、新潟市と地元企業の若手職員などで自

主的に集まり展開していく事業となっている。ワーキングや勉強会を今年度だけで 20

回以上開催し、そのうち 5回程度は朱鷺メッセや県民会館などで開催された大規模コン

サートなどで実際に「推し活」で新潟市を訪れたターゲットの回遊や消費促進を促す取

り組みを実行している。（宮崎） 

→推し活来訪者に訴求する取り組みを実行した店舗と、していない店舗では売り上げに差

が出てくるという結果が見えてきたし、取り組みをやったことで客数が伸びているとい

う店舗が出ていることも把握している。（宮崎） 

→観光コンベンション協会の協力のもとに、新潟駅の案内センターにウエルカムサインを

表示したり、手作りのウェルカムボードを設置したりしている。また、駅前にある観光

オブジェのライトアップの色を、アーティストのメンバーカラーに変更するなどし、フ

ォトスポットとしての定着してきている。また、朱鷺メッセの展望台についても、ホテ

ルの協力のもと手作りのフォトスポットを置かせてもらうことで、展望台の入場客数が

倍になったとの報告も受けている。（宮崎） 

→周遊効果で言うと、昨年万代で開催したクリスマスマーケットでは、イルミネーション

の設置と、スタンプラリーの開催を情報提供したことで、100人以上の方が実際に商品

の交換に訪れてくれた。（宮崎） 

→推し活来訪者が一連の取り組みを SNSで発信してくれた結果、直近で 140万インプレッ

ションという驚異的な数字を獲得しており、新潟の様々な情報が拡散されていることが



最大の成果として捉えている。予算事業ではないが、今後も継続的に推進していくこと

としている。（宮崎） 

・消防救助技術大会については 20,000 人くらいの集客を見込んでいるとのことだが、ホテ

ルのキャパももちろん、飲食を提供できるキャパが足りる見込みなのか。市として宿泊施

設や飲食業への対策は考えているのか。（長谷川） 

 →特定のイベントに対してそのような対策を行うというような話は出ていない。アルビレ

ックスのホームゲームなどでは 30,000 人近くが来訪する中で、広域で連携して対応し

てきた実績がある。消防救助技術大会で来訪する方が中央区で滞在するのか、もう少し

広域で周遊するのかなど掴み切れていない現状であるが、宿泊としてであれば分散させ

ることで対応が可能ではないかと想定している。ただ、ご指摘のとおり飲食の提供不足

については情報収集も含め対応していかなければならないと思っている。 

 →料理人が足りないという部分はすぐ対応して解決できるものではないが、どのくらいの

課題感なのか。（関川） 

 →現状、本当に足りていない。（長谷川） 

 →若い世代で料理人になりたいというニーズを聞かない。（小沢） 

 →行政としてどのような支援があれば料理人が増えると思うか。（関川） 

 →料理人としての仕事に夢を与えるしかないと思う。（小沢） 

 →今回は 20,000 人が来訪することで、外食産業も潤うわけなので、宿泊業と飲食業で連

携して対応してもらうことが大事。（小沢） 

 

３．検討事項 

 （１）現行アクションプランの評価について 

  現行のアクションプランの方向性などについて意見交換を行った。 

【赤塚委員】 

・観光コンベンション協会では、市と連携して国内外の観光客誘致や、MICE の誘致支援など

を行っている。これらは次年度も引き続き連携し実施していく。 

・アクションプランにある想定ターゲット層の「ミドルエイジ以上の女性」については、その

層だけに特化した事業があってもいいと思う。 

 

【小沢委員】 

・首相の発言による中国人観光客の訪日自粛の影響について、実際どのくらい影響を受けてい

るものなのか。 

 →シティホテル連絡協議会としては、影響はほぼ無い。（長谷川） 

 →影響があるのであれば、中国についてはターゲットから外すなどの必要があると思うが、

影響がないということであればフレキシブルに対応していければいいと思う。（小沢） 

 →中国の件で言うと、新潟空港への直行便がストップしていたため、元々中国からの観光客

が少なかった現状がある。その代わり、韓国や台湾が好調なので東アジアとしてそこのエ

リアを伸ばしていくしかないと考えている。ただ、報道でもあったようにタイガーエアー

ではパイロットの体調管理を理由に減便するなどの動きが出ているようなので、それら



の影響をあまり受けないことを望んでいる。（関川） 

・推し活来訪者に消費を喚起する取り組みについては引き続き頑張って欲しい。 

 

【霜田委員】 

・タイガーエアーの件は、業界でも心配しているところ。 

・関西方面や北海道から「新潟市プラス佐渡」という旅行プランを造成し、実際に訪れている

というような報告を受けている。 

・電車を活用した藤井総太棋士の応援ツアーや大相撲の新潟場所関連ツアーは人気というこ

とを聞いている。「推し活」は非常に有効なコンテンツだと感じている。 

 

【長谷川委員】 

・今週末に市から助成を受けた清酒のイベントを開催する予定であるが、県外からの参加者は

振るわない現状である。県外からの集客を検討するのであれば、この会に首都圏や関西の事

業者も入れるべきだと思う。県外の人が新潟でなにをしたいのかという視点が必要なので

はないか。同様にインバウンドのニーズを図るためにも、海外の事業者からの声も聞くべき

ではないか。 

 →今年度市内の宿泊事業者などのバンケットを活用した清酒イベントを開催している。年

度内に 9 回開催するうち半分くらいのイベントが終わっているが、県外からの誘客には

つながっていない。イベント告知の媒体や時期などがうまくマッチングできていなかっ

たことが要因ではないかと思っている。ターゲットに応じた広告のやり方などを今回の

反省を踏まえ、検討していきたい。（明間） 

 →来年も継続予定となっているがどうか。来年も継続されるのであれば当ホテルももっと

県外客を増やしていくための努力はしていきたい。 

 →来年度については予算的な問題から形が変わると思う。ただ、魅力的なコンテンツについ

ては引き続き支援していかなければと思っている。（明間） 

・アパホテルリゾートの前には、ほぼ毎朝食べ物関連のツアーバスが停まっている。こういう

ところと連携出来たら、もっと県外への周知も出来たように思う。 

 →アパホテルリゾートにはいずれアプローチしなければならないと思っている。（明間） 

 →食のツアーであることはなぜ分かるのか。（関川） 

 →バスの正面に書いてある。とにかくグルメ関連が多い。 

 →「食と酒」については非常に有力なコンテンツだと思っている。「食と言えば新潟」をう

まく情報発信していけるような取り組みを次年度以降想定している。（明間） 

 

【小泉委員】 

・市の取り組みについて個店が情報を得るのは難しい。引き続き、食団連の定例会などで情報

を提供してもらえるとありがたい。 

・ラーメン事業に参画する中で、県外の人に広まらない要因の一つにキャッシュレスの導入が

できていないことがある。キャッシュレス導入支援などを広げてほしい。 

 →市の支援メニューとして、多言語対応やキャッシュレス化の支援もあるので、その辺の周



知を図っていきたい。（関川） 

 →クレジットカード決済の手数料負担が大きいため、仮にキャッシュレス環境を導入でき

たとしても、ランニングコストの面でなかなか課題があると認識している。（明間） 

 

【石田委員】 

・JR で実施している「ガタガタニイガタ」というキャンペーンで SNS 広告を発信した際に、

ラーメンや鶏の半身揚げなどは男性にウケるコンテンツだと思っていたが、意外と女性の

方の反応が良かった。 

・次年度もキャンペーンを継続し、新たに麻婆ラーメンや日本酒、枝豆やタレかつ丼などを PR

していく予定。市ともできるところは連携してやっていきたい。 

・推し活という点では、NGT48と連携して市内の周遊を促すようなキャンペーンを実施してい

る。そういったところも連携していければと思う。 

 

【大下氏（外部有識者）】 

・資料１、２についても、どのターゲットに向けた取り組みだったのかという位置づけを明確

にしておく必要がある。 

・アクションプランで定めている３つのターゲット層は、これからより積極的に訴求していこ

うとするターゲットのこと。一番多いのはビジネス目的の来訪であることは分かっている

ので、そこは従来通り滞在時間の延長や宿泊へ促すための取り組みを進めていけば良い。 

・イメージが定着したものを続けていくことが重要。JR のガタガタキャンペーンについては

上野駅や東京駅で実際見ているし、継続していて良い取り組みだと思う。 

・日本酒やラーメンというコンテンツは首都圏に溢れかえっているためなかなか難しい。魅せ

方が重要だと思う。 

・観光分野の場合、観光入込客数や延べ宿泊者数、観光消費額というものが評価指標とされる

ことが多い。確かにそれらも大事だが、それらの指標を達成するためにどんなアクションを

したのか、何回実施したのかという観点についても評価指標とすることが大切。 

 

 （２）その他 

  ・その他情報交換、意見交換などを行った。 

・朱鷺メッセでは 1 公演に対して 6～8000 人。多い時で 1 日 2 公演あるため、コンサート開

催時などは 1 日に 1 万人以上が訪れている計算になる。人気のある飲食店や、アーティス

トと関りのある店については並んでも行こうとするが、それ以外の店については実際何も

していない現状。推し活来訪者を誘引するための施策などはお金をかけなくてもできるの

で、この点については食団連を含め働きかけを続けていきたい。（宮崎） 

・「おいしさ DX」という事業の中で、味のデジタル化、可視化するという取り組みをしている。

取り組みの実例として、新潟味噌を分析し、分析結果を基にピザに味噌を使ったら美味しか

った。それについて、新しい提案として東京で試食会を実施した際、テレビ番組などに興味

を持ってもらえた。また、発酵というキーワードで美容にフォーカスするといいのではない

かというようなアイデアももらうことができた。事業を進める中で、様々なところで色々な



意見交換をさせてもらっている。引き続き、この会でも意見交換や、情報共有を図らせても

らいたい。（宮崎） 

・配布した資料にあるとおり、2 月 12 日に市主催の観光戦略会議が開催される。会議では、

クルーズ船の入港や、コンサート、大規模なイベントや MICEの開催など一連のスケジュー

ルを提示するとともに、ASPACで行われるイベントの概要について主催から説明してもらう

などのトピックを予定しているので、多くの方から出席してもらいたい。（関川） 

・市として「食の魅力」を売っていこうとしている中、5年後、10年後には人手不足で飲食業

界が立ち行かなくなるという課題について、ホテル業界では有効な手立てを見いだせてい

ない。その点について、意見やアイデアがあれば教えて欲しい。（長谷川） 

 →にいがた 2キロの「おいしさ DX」については、内閣府の交付金事業であり、5か年継続が

決まっていて、さらに継続が認められれば最長 10年間継続することができる。食の付加

価値の向上を図ることができる取り組みとして、観光に特化したものではないが、食分野

の発展のために事業を推進している。（宮崎） 

 →飲食業界に関わらず、すべての業種において人手不足は課題となっている。人口流出にお

いても、新潟から県外に人が出て行ってしまう現状は、非常に大きな問題であると認識し

ている。（関川） 

 →独立するための経費が非常に上がっている。例えば 10年修行した先に、独立するという

ような夢を描きづらくなっていると思う。（小沢） 

 →独立の問題というよりは、修業期間に耐えられないという人が多いように思う。（長谷川） 

 →食団連主催のセミナーで、日本の飲食店は多すぎるから規制して減らしてしまえという

ようなアプローチの講演があった。減らすことによって優秀な料理人が残り、より単価の

高い料理やサービスを提供できるのが理想というもので、なかなか極端な発想ではある

が、狙いとして間違ってはいないように思った。（宮崎） 

 →人手不足などの課題については、経済部に情報として共有している。（明間） 

 →人件費が高騰している中で、安く働かせる時代ではなくなった。アルバイトのうちから、

囲い込んでいくようなことをしないと難しい。（小沢） 

・日本酒の売り出し方については、宮崎さんのいうように「発酵文化」として捉えることでさ

らに広げることができるのではないかと思う。酒という素材は一緒だが、売り出し方次第で

うまくいく事例は多い。（大下） 

 →新潟市で言えば、沼垂地区が発酵の街として認知されている。（関川） 

→千葉県の場合は、野田市ではキッコーマン、銚子市ではヒゲタやヤマサなどが有名だが、

エリアごとに醤油やみりんなどバラバラに PRをしている。一括りに「発酵」として売り

出せば幅が広がると思う。 

 

・事務局より観光計画策定について説明を行った。 

 

以上 
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株式会社ＫＩＴＡＢＡ 相談役 大下 茂 

 

 オブザーバー 

日本飲食団体連合会 新潟支部 支部長 和田 亮 

日本飲食団体連合会 新潟支部 理事 加藤 直貴 

新潟市 観光・国際交流部 観光推進課 課長 織田島 麻美子 

新潟市 都市政策部 政策監 宮崎 博人 

南区役所 産業振興課 商工観光推進室 室長 長倉 尚 

西蒲区役所 産業観光課 観光交流・商工室 室長 田村 光仁 

 


